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　　はじめに　

今、地方はひん死の状態にある。
過疎化と高齢化の波がムラを次々にのみ込んでいる。

高度経済成長の階段を駆け上り始めた 1960 年代以降、
日本社会は全国津々浦々から
数知れないムラ人たちを、
都会へ、都会へ、と駆り立てていった。
人がいなくなったムラには、荒れた田畑や山林が残され、
集落の崩壊、消滅がじわじわと進行している。

その一方では、
新天地を求めて都会からムラへ移り住む「新田舎人」たちの姿も目立つ。

過疎市町村の比率が全国一高い過疎大県・大分の
今と明日を見つめながら、地域社会再生への道を探る

1999 年 10 月 17 日

●デジタル版「新田舎宣言」について
　「新田舎宣言―地域社会再生へのアプローチ」

は、大分合同新聞が 1999 年 10 月 17 日から

翌 2000 年 7 月 1 日にかけて掲載した全９部

56 篇の連載記事。今回、連載当時の記事と写

真を原則そのままに、デジタルブックとして再

構成しました。登場人物の年齢をはじめ文中の

記述内容は、連載時点のものです。

2008 年 10 月 10 日　　　　NAN-NAN 事務局



大分合同新聞社 ● 新田舎宣言「第 4 部：幻のミカン王国」-   p.3

1 夢破れても「道」捨てぬ 2000 年 1 月 29 日

■一大産地へ〝突進〟
　国東半島の北部にある国見町向田

地区。冬の周防灘を渡ってくる北風

が冷たい。

　年明けの 1 月中旬。南向きの斜

面にあるミカン園で、松本薫さん

（69）は黙々と温州ミカンの木を切

り続けていた。

　「今年みたいに露地ミカンが安け

れば、もういかれん。あきらめがつ

いた」

　30 アールの園地にあった約 230

本。30 年以上も手塩にかけて育て

てきた木だ。手のこで枝を切り落と

し、ごつごつした根元部分はチェー

ンソーで切り倒した。

　国東半島一帯では、1960（昭和
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35）年代から 70 年代前半にかけて、大規模な

農地開発事業が実施された。

　通称「開拓パイロット事業」。国、県が多額

の補助金をつぎ込み、市や町が音頭を取って、

次々にミカン園を造成した。国営、県営合わせ

て 1 市 6 町で 1643 ヘクタール。一大ミカン

産地の夢が膨らんでいった。松本さんも80アー

ルの園地を手に入れ、67 年に苗を植え付けた。

　「国見町は最盛期で 1 万 3000 トン、5 億円

のかん橘を出荷していた。今は 10 分の 1 以下、

1000 トンあるかどうか」。向田地区で最後ま

で残っていたパイロット事業の名残に、松本さ

んは見切りをつけた。

■負担金の返済重く　

　松本さんが園地を開墾してミカン栽培を始め

たのは、パイロット事業が始まる前の 62 年ご

パイロット事業で植えたミカンの木を伐採する松本薫さん
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ろ。「『ミカン 1 本、米 1 俵』の時代。中津の

市場に出すと、いいミカンじゃと褒められた」。

　間もなく国東半島でミカン園の造成ラッシュ

が始まった。「向田の田と畑は 60 ヘクタール。

そこにパイロットで 50 ヘクタールもミカン園

ができた。『列車に乗り遅れるな』と町が旗を

振っていた」。

　このころ、全国のあちこちでパイロット事業

が進んでいた。70 年の温州ミカン栽培面積は

全国で 16 万 3000 ヘクタール。10 年間で 2.5

倍に急増した。国東半島の園地造成がほぼ終了

した 72 年、全国の生産量は早くもピークに達

した。

　生産過剰による価格暴落。お決まりのコース

をたどり「ミカン王国」の夢は挫折した。手入

れの行き届かない園地は竹やぶになった。

　パイロット事業の負担金返済が、農家の肩に

重くのしかかってくる。子供の教育費もかさむ。

現金収入が必要だった。松本さんは 74 年ごろ

から、山口県新南陽市の化学工場へ出稼ぎに行

き始めた。

　ミカン園や水田も〝留守〟にはできない。竹

田津港からフェリーに乗り会社の寮に着くのは

深夜。翌日から 3 日間働いて、またフェリー

で自宅に帰り農作業をする。そんな生活が 16

年間続いた。

　「結果として勤めに出てよかったかもしれな

い。59 歳まで働けて、厚生年金ももらってい

るし」。

■「銭カネじゃない」　

　ミカンの苗を植えただけで栽培をあきらめた

人。土地代や苗の植栽費用の返済で土地を手放

す人も出た。「パイロット事業はいったい何だっ

たのか」。国も県も町も、疑問に答えてはくれ

ない。

　だが、松本さんはミカン栽培をあきらめない。

数年前から優良品種や、ポンカンへの改植を続
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けている。

　「百姓は銭カネじゃない部分がある。収穫の

喜びもある。もう一回いい目を見たい。自分た

ちは年寄りだからいいが、このままではミカン

に若い人が根付かない。過疎地で第一次産業を

守らないと、地域が崩壊する」。松本さんには

農業へのこだわりがある。

　国東半島に「ミカン王国」を築こうとした開

拓パイロット事業。30 年後の今、半島一帯に

は荒れ果てた広大なミカン園地が、あちこちに

散在している。

　農業の衰退とテンポを合わせるように、人口

流出も急速に進み地域社会の存続さえ脅かして

いる。

　地域で支え合い、知恵を出し合いながら、新

しい農業のかたちを模索する生産者の姿も交え

ながら、過疎地の農業と地域振興を考える。
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2 家は守るが農業継がず
■「オレンジロード」
　国東地区広域営農団地農道、通称「オレンジ

ロード」。両子山から放射状に広がる山と谷を

縫うように、国東半島の南北を結んでいる。

　杵築市から国見町まで全長 52.2 キロ。15 年

の歳月をかけて、1985（昭和 60）年に全線開

通。総事業費は 100 億円。広域営農団地農道

としては当時、全国最大規模だった。

　半島に散在するミカン園地を一つの営農団地

として機能させる、「生産と流通の大動脈」と

なるはずだった。

　2 車線のオレンジロードを走ってみた。北へ

行けば行くほど雑木林ばかり。沿線にミカン園

を見つけるのは難しい。擦れ違う車も少ない。

「大動脈」とはかけ離れた風景が続く。

　「山ひとつ隔てた隣の地区に行くのは、本当

に便利になった。ただ全線開通した時には、ミ 「生産と流通の大動脈」となるはずだった「オレンジロード」

2000 年 1 月 30 日
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カンはもう下り坂。武蔵町から先は『ススキロー

ドだ』と皮肉る人もいた」。国東町上小原の佐

久間勝己さん（55）は振り返る。

■スタート時に不安
　佐久間さんは、もともと愛媛県の出身。小学

生のころ、父が一家 6 人を連れて上小原に入

植した。

　自宅はオレンジロードから 5 キロほど山あ

いに入ったところ。きれいに石積みをした段々

畑には、温州ミカンとキウイの棚が並ぶ。

　佐久間さんは 66 年から 2 年間農業研修で米

国に渡った。広大なレモン園で近代的な農業経

営を体験して、果樹栽培への夢が広がった。帰

国後にパイロット事業の園地 2.5 ヘクタールを

取得した。

　国東半島のパイロット事業は国営が 1 地区・

482 ヘクタール、県営が 10 地区・1061 ヘク

タール。総事業費は 59 億円。国、県が事業巣

の約 80％を負担。地元負担は約 20％だけ。

　農家は土地代や工事費の一部を負担するが、

負担金の返済は 25 年間の分割払い。苗の植栽

費用などの融資制度も手厚かった。

　有利な条件に誘われて、地元だけでなく入植

者も続々と手を挙げた。最終的に 1597 戸の農

家が参加した。

　「20 キロのコンテナで 5000 箱、100 トンを

作るのがミカン農家としての目標だった。でも、

パイロットが始まったころから生産過剰の不安

はあった」。佐久間さんの不安は、的中した。

　ミカン農家の経営は 70 年代前半から、年を

追うごとに厳しくなっていく。生産過剰と価格

低落、オレンジの輸入自由化。88 年から国は

ついに、温州ミカンの減反に着手。10 アール

当たり約 30 万円の助成金を出して、温州ミカ

ンの伐採を奨励した。

　増産政策から 25 年余り。農政は大きくかじ

を切った。
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　「石を一つずつ積んで開墾した人と違って、

パイロットで農地を配分された人はあまり執着

がなかった。減反で見切りをつける人が多かっ

た」。

■若者は残ったが…
　ミカンの衰退は、国東半島の過疎化に拍車を

掛けた。

　県のテクノポリス構想によって、ハイテク産

業が次々に進出した。「若者は残っているが、

「いい思い出ができた」。音楽物語で
合唱を買って出た阿南ヒサコさん

働く場所が増えたから会社員が多い。家は守っ

てくれるけど、農業後継者はいない」。

　佐久間さんには学生の長男と娘二人がいる。

パイロット園地にハウスミカンを導入して、何

とか経営は成り立っているが、農業を継がせる

のはためらう。

　「農業に夢を持つのが難しい。私たちが将来

の見通しが立たないのだから、若い人に託せる

だろうか」。キウイのせん定作業の手を休めて、

ぽつりと漏らした。
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3 官主導じゃ対応遅れる

パイロット事業で建設されたミカンの貯蔵
庫も今は利用されていない（杵築市奈狩江）

2000 年 1 月 31 日
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72 年の価格暴落がこたえた。スプリンクラー

まで設置したが、一度も使わなかった園地も

あった。

　多額の政府補助金がつぎ込まれたパイロット

■「助産婦から和尚」
　「 良 い と き が 10 年、

悪 い と き 10 年、 後 始

末に 10 年」。安岐町塩

屋の服部善一さん（63）

が振り返る開拓パイロッ

ト事業 30 年の歩みだ。

　服部さんは柑橘（かん

きつ）栽培の技術員だっ

た。1959（昭和 34）年

に安岐町役場に採用。パ

イロット事業で奔走し

た。「ミカン園の造成か

ら減反までかかわった。

助産婦から和尚までやっ

たようなもの」。苦笑いしながら話す。

　事業参加を取りやめた農家の穴を埋めるた

めに、自分も 2 ヘクタールの園地を取得した。

だが、一回収穫しただけで、やめてしまった。
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事業。温州ミカンの改植事業の名目で補助金を

もらいながら、果樹栽培に見切りをつけてクヌ

ギ林に化けた園地もあった。

　ある時、会計検査院の現地調査があった。問

いただす検査官に、「クヌギはシイタケ栽培に

使う。園地で育てれば木の生育が早い。農業生

産につながるじゃないか」。服部さんは冷や汗

をかきながら、苦しい弁明をした。

■公の事業止まらず
　「直接、農家と接する市町村は建前だけでは

やっていけない。生産過剰や価格暴落で情勢が

全く変わっても、国、県の補助事業は一度採択

されると止められない」。

　88 年に温州ミカンの減反が始まると、割り

当ての倍以上の伐採希望が殺到。今度は事務手

続きに追われた。

大分県内の温州ミカン栽培の推移
栽培面積（ヘクタール） 収穫量（千トン）

  1960 年 ２７２０ 　３０．８
  　65 年 ４９８０ 　４５．１
  　70 年 ９４３０ １０８．２
  　73 年 ９９２０ １６７．２
  　75 年 ９５００ １８２．５
  　88 年 ４７２０ 　８６．０
  　98 年 １８９０ 　３５．９
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　「やはりオレンジ輸入自由化の影響がずしり

ときた。ミカン専業農家はなんとしても生き残

ろうと、大きな投資をしてハウスミカンを導入

した。中途半端な人が意欲をなくした」。

　ミカンの木がスギやヒノキ林に代わり、竹

や雑木に覆われた園地も目立つ。96（平成 8）

年現在、パイロット事業 11 地区・約 1600 ヘ

クタールのうち、60％が「管理不良地」、いわ

ゆる荒廃園になっている。87％が荒廃園とい

う地区もある（県調べ）。

　JA くにさき果樹課長の森重利さん（52）は

30 年以上、柑橘栽培の指導をしてきた。99 年

産も価格は低迷したまま。露地ミカン栽培の厳

しさを痛感している。

　「昔はいかに生産量を上げるかが重要だった。

現在は全国の生産量はピーク時の 3 分の 1。イ

チゴやメロンなど糖度の高い果物も増えたし、

食生活の変化で何よりもお菓子が最大の競争相

手になった。国東半島は気候的な不利もあり、

生き残りは厳しい」。

■まず「現場」が行動
　服部さんは、97 年春に役場を退職した。「行

政主導ではどうしても対応が遅れる。農家や農

協、現場に近い市町村がまず行動を起こす。そ

れを国、県が後押しするのがいい。ハウスミカ

ンだって、農家が先行して、自らリスクを背負っ

て始めたから成功した。リスクを背負ってでも

頑張る人の育成、指導が求められているのでは

ないか」。国や県が用意した、画一的なお仕着

せ農業政策の限界。一農家に戻った今、農業の

行方をあらためて考えている。
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4 「専業の誇り」守り抜く
■「価格が戻れば…」
　安岐町大添の「みかん山」地区は、全部で

13 世帯。町内で最も小さな行政区の一つ。杵

築市との境に近い県道沿いに民家が点在する。

ミカンを主体にした専業農家の集落だ。開拓パ

イロット事業とは無縁な地区だった。

　斜面に広がる露地ミカン園は、秋が深まると

緑とオレンジ色のコントラストが鮮やか。向か

い側の大分空港道路沿いから、シャッターを切

るアマチュアカメラマンもいる。

　「今年はわせ温州が安かった。これから出荷

する、なかてやおくてで価格が戻るといいが」。

　西山祥一郎さん（58）は 4 ヘクタールの園

地をもつ露地ミカン専業農家。小雪が舞う 1

月下旬。西山さん方では妻の博子さん（55）、

出荷作業をする西山さん親子。パイロット事業が始まる前、昭
和の初めからミカンづくりを続けている（安岐町ミカン山地区）

2000 年 2 月 1 日
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長男の祐治さん（32）の親子 3 人が出荷作業

をしていた。長年使っている選果機の上を、ミ

カンが勢いよく転がっていく。丸一日かけて

300 箱、3 トンの箱詰めをした。

　出荷は農協を通さない。地区内と隣接する杵

築市の生産者 9 人で、出荷組合を結成。契約

をした北九州市と福岡市の市場に直接、出荷す

る。年内に収穫して倉庫で一時貯蔵。出荷は年

が明けてから 4 月まで続く。

■開拓助成の第１号
　古い木から新品種への改植。作業能率を上げ

るために木の高さを低く、小さく仕立てる。園

内には 2 トントラックも乗り入れできる舗装

道路が通る。

　「安値に打ち勝つのは大変なこと。人並みの

やり方をしてたんでは、生き残れない。自分で

パワーショベルを使って園地の整備もする。コ

ストを低くして、続けられる限り頑張る」。

　みかん山地区は入植者がつくった集落。西山

さんの祖父錨（いかり）さんは、旧西武蔵村（現

安岐町）出身。ミカン栽培を志して適地を探し

歩いた。

　1914（大正 3）年に杵築市茅場の原野を開

墾して成功。31（昭和 6）年に同じ西武蔵村

出身の仲間四人と、「みかん山」一帯に入植した。

当時、国は不況対策で開墾を奨励していた。開

拓助成法の県内適用第一号だった。

　「ここは（山ばかり）ミカンでも作らにゃ、

何を作るか。帰るところもないし」と区長の室

澄雄さん（65）。室さん方は 3 世代 6 人家族。

妻のトシ子さん（57）の父留七さんが、39 年

ごろ移り住んだ。

　地区の住民は 66 人。1 世帯平均で約 5 人。

3 世代家族が多い。

　毎年 5 月 15 日の「たちばな祭り」は、集落

の二大行事の一つだ。温州ミカンの白い花が咲

く時期に、地区の集会所に取引先を招いて大宴
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会をする。歌い、酒をくみかわして、豊作を願

う。

■かつてない厳しさ
　園地の造成ラッシュ、価格暴落と減反。パイ

ロット事業で国東半島のミカン栽培が劇的に変

化する中でも、みかん山地区の人たちは黙々と

「自分流のミカンづくり」を守り続けてきた。

　西山家の「4 代目」になる祐治さん（32）

は県立農業実践大学校で学び、熊本のミカン農

家で研修をした。

　祐治さんの帰郷に合わせて、祥一郎さんは錨

さんが開いた杵築市の園地を、親せきから引き

継いで規模を拡大した。ハウスミカンもやめて、

露地一本に絞った。

　この冬、みかん山地区もかつてない厳しい

年を迎えている。全国的な豊作と品質低下で、

99 年産ミカンの価格は暴落している。専業農

家への影響は大きい。

　「いままでで一番悪いかもしれないが、苦に

してもしょうがない。もうけた時もあれば、安

値に苦しんだ時期もある。『継続は力』じゃ」。

昭和の初めから代々続けできたミカンづくり。

祥一郎さんには専業農家の誇りと意地がある。
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5 リース農園に活路求める

満開のミカンの花に目を輝かせる若手生産
者＝１月中旬、リース農園守江狩宿団地

2000 年 2 月 2 日
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　守江狩宿団地は、31 棟（計 3.1 ヘクタール）

に 16 人が参入している。平均年齢は 42.3 歳。

一帯は 30 年余り前、県営開拓パイロット事業

で開墾。ミカンの価格暴落で、その後は荒廃園

になっていた。

　

■知恵絞り負担抑制
　ミカン経営の現状を考えると、リース料は年

間 50 万円が生産者負担の限界。国や県、市の

補助金を組み合わせるなど、知恵を絞ってリー

ス料を抑えた。

　ハウスは鉄骨構造。10 年間張り替え不要の

硬質フィルムで、台風に強い。温度管理、防除

作業の自動化が進んでいる。「近所で同じよう

に作っている人がいるのは心強い。『ちょっと

花が少ないな』とか心配になったら、隣のハウ

スを見に行けばいい。同じ条件でやっているの

で良くも悪くも参考になる」。

　杵築市守江の村井新平さん（35）は、リー

■新規参入を容易に
　「ちょっと花が多すぎるんじゃないか」「枝が

しっかりしてるから大丈夫だろ」。

　杵築市東部、別府湾から佐賀関町まで一望で

きる丘の上に、リース農園・守江狩宿団地があ

る。温州ミカンの白い花が満開のハウスの中で、

30 歳代の若手生産者が声を弾ませていた。今

年 7 月には、初めての収穫が待っている。

　リース農園。市と JA 杵築市が協力して、

1995（平成 7）年から始めた新しい試みだ。

荒廃園や未利用地を借り上げて、ハウスを建設。

意欲のある生産者に貸して、ミカン栽培に取り

組んでもらう。初期投資が不要なため、新規参

入者も飛び込みやすい。

　「借金に追われるばかりでは後継者が育たな

い」「若者が振り向く農業。サラリーマン並み

の所得と労働時間の実現」。リース農園に活路

を求める、JA 杵築市の阿部典郎組合長（65）

の発想だ。
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ス農園 2 棟を借りている。高校卒業後、長崎

県の口之津果樹試験場で 3 年間研修をして実

家に帰った。

　「最初は父の手伝い。いまいち面白くなかっ

た。一つのハウスを任されてから、作る楽しみ

が分かってきた」。いまは自宅そばのハウス 1

棟（15 アール）と、露地 1 ヘクタールも任さ

れている。

　先発の奈多団地には 11 棟のハウス（計 1.1

ヘクタール）があり、6 人が借りている。98

年に初収穫。経営もまずまずで順調に滑り出し

ている。来年度末までには、市内全域で 180

棟に増やす計画だ。

■消費者離れに不安
　杵築市狩宿の亀井義則さん（55）は 79 年に、

自前でハウスミカンを始めた。先進地を訪ね歩

き、工夫を重ねた。杵築ハウスミカンを全国ブ

ランドに育てる一翼を担った。97 年には新た

に、守江狩宿団地のハウス三棟を借りた。

　「リース農園は新しい挑戦。周年被覆のハウ

ス（通常は収穫後にビニールを外す）で作る技

術を杵築で確立したい」。

　長男の秀朗さん（24）は大学卒業後、国東

町の農林水産省常緑果樹農業研修所で一年間勉

強して、昨年帰ってきた。妻の初美さん（49）

ともども、親子三人の農業が始まっている。

　村井さんにも不安がなくはない。ハウス部会

青年部の研修で昨年、東京都内のスーパーで販

売促進のセールスをした。

　「若い人が買わないんですよ。一個の値段は

変わらないのに、隣にあるグレープフルーツや

オレンジを買っていく。消費書のミカン離れを

食い止めるには、生産者側の努力が必要。産地

として出荷量を減らさないためには、もっと後

継者が増えないと」。

　杵築のハウスミカンのこれからを真剣に考え

ている。
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6 技術・経営法磨き再出発
■ 10 年後は 3 分の１
　杵築、国東のミカン農家約 900 人が回答し

たアンケート調査＝下図＝は、生産者の高齢化

と担い手不足の現状を浮き彫りにしている（杵

築市、日出町、姫島村を除く東国東郡の農協の

研究会に所属している農家が対象。昨年実施）。

1 ～ 5 年

6 ～ 10 年

39.9％

28.8%

66 歳
以上

55 歳
以下

41.9% 29.3%平均年齢
61.3 歳

　「裏を返せば 10 年後には 3 分の 2 の農家が

やめる可能性がある。それだけ 10 年後の見通

しが立たないということ。そこまで生産が落ち

込むわけにはいかない」。

　JA 杵築市の阿部典郎組合長（65）は、調査

結果を厳しく受け止めている。ハウスミカン産

あ
と
何
年
柑
橘
栽
培
を
続
け
ま
す
か

農
業
経
営
者
の
年
齢
構
成

2000 年 2 月 4 日
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地として確立した杵築でも、高齢化が将来の不

安材料になっている。

■「露地」を立て直し
　「基本の露地ミカンを立て直したい」と言う

阿部組合長。栽培技術を磨いて、収穫量と収益

が上がる、糖度の高い「うまい」露地ミカンを

作りたい。開拓パイロット事業などが残した荒

廃園や、条件の悪い園地を再生できないか ― 

模索している。

　「立派な園地を整備して、新しくミカンに挑

戦する人に提供するのが理想だ。ハウスは重労

働だから、主力になっている高齢者が長く続け

ていける栽培体系が必要。その人たちがこれか

らの農村の守り手になる」。近く試験園を造成

する。

　県柑橘（かんきつ）試験場長の甲斐一平さん

（59）は試験場一筋。「農家が跡取りを残すには、

経営的感覚と技術力が求められている」。阿部
「うまいミカン」づくりを目指して露地栽

培の研究に取り組む国東町の県柑橘試験場
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れならできるのでは」とミカンづくりを決意、

帰郷した。実家の園地 1.5 ヘクタールに、さら

に 3.5 ヘクタールを買い足した。機械導入を前

提に、自分の理想に合わせて整備した。

　生産過剰を予想して、99 年産は収穫を見送っ

た。今年から 3 ヘクタールで収穫を見込む。

勝負の年だ。「確実にいいものを作る技術が大

切と気付いた。企業が農業に参入したり、輸入

農産物が増えても、技術を持っていれば負けな

いと思う。取りあえず実績を上げないと」。秋

の収穫に思いを託しながら、ミカンの木のせん

定作業に励んでいる。

　国や県、市町村が音頭を取って推進した、国

東半島の開拓パイロット事業。「ミカン王国」

の夢が破れた今、地域は過疎化と高齢化のダブ

ルパンチを浴びてあえいでいる。全国共通の「金

太郎アメ」的な大規模農業開発がもたらしたも

の。その反省から、地域独自の技術と経営手法

を磨いて、再出発しようとしている。

組合長と思いは同じ。露地ミカンの試験ほ場を

つくって研究中。土を盛り上げた高畝とシート

で覆うマルチ栽培を組み合わせた。省力化とう

まいミカンを作る技術を追求している。

　「露地で安定した経営ができれば、作業は楽

だし、若い人はついてくると思う。過疎地でも

一次産業の生活の基盤があれば、人が住んでく

れる」。

■輸入モノに負けぬ
　国見町竹田津の岸田和章さん（32）は、露

地ミカンの専業農家を目指している。自宅の裏

手に広がるミカン園。木の高さはまだ 1 メー

トルほど。

　「昨年の台風でほとんどの木が倒れてしまっ

た。全部起こすのに 1 カ月。忙しくて、草を

刈る暇がなかった」と苦笑いする。

　岸田さんは大学在学中、熊本県の甘夏農家で

実習をした。経営の実態をつぶさに見た。「こ
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■オオイタデジタルブックとは
　オオイタデジタルブックは、大分合同新聞社と
学校法人別府大学が、大分の文化振興の一助とな
ることを願って立ち上げたインターネット活用プ
ロジェクト「NAN-NAN（なんなん）」の一環です。
　NAN-NAN では、大分の文化と歴史を伝承して
いくうえで重要な、さまざまな文書や資料をデジ
タル化して公開します。そして、読者からの指摘・

追加情報を受けながら逐次、改訂して充実発展を
図っていきたいと願っています。情報があれば、
ぜひ NAN-NAN 事務局にお寄せください。
　NAN-NAN では、この「新田舎宣言」以外にも
デジタルブック等をホームページで公開していま
す。インターネットに接続のうえ下のボタンをク
リックすると、ホームページが立ち上がります。
まずは、クリック！！！

別 府 大 学

「新田舎宣言 ― 地域社会再生のアプローチ」

文：木本崇、写真：杉山和也

初出掲載媒体　大分合同新聞（2000 年 1 月 29 日～ 2 月 4 日）

《デジタル版》

2008 年 10 月 31 日初版発行

編集　大分合同新聞社

制作　別府大学メディア教育・研究センター 地域連携部

発行　NAN-NAN 事務局（〒 870-8605 大分市府内町 3-9-15 大分合同新聞社総合企画部内）

第 4 部●幻のミカン王国

ⓒ 大分合同新聞社

大分合同新聞社

http://www.beppu-u.ac.jp/
http://www.nan-nan.jp/
http://www.oita-press.co.jp/

	next_page 3: 
	Page 1: Off

	next_page 2: 
	Page 2: Off
	Page 3: 
	Page 4: 
	Page 5: 
	Page 6: 
	Page 7: 
	Page 8: 
	Page 9: 
	Page 10: 
	Page 11: 
	Page 12: 
	Page 13: 
	Page 14: 
	Page 15: 
	Page 16: 
	Page 17: 
	Page 18: 
	Page 19: 
	Page 20: 
	Page 21: 
	Page 22: 

	back_page 4: 
	Page 2: Off
	Page 3: 
	Page 4: 
	Page 5: 
	Page 6: 
	Page 7: 
	Page 8: 
	Page 9: 
	Page 10: 
	Page 11: 
	Page 12: 
	Page 13: 
	Page 14: 
	Page 15: 
	Page 16: 
	Page 17: 
	Page 18: 
	Page 19: 
	Page 20: 
	Page 21: 
	Page 22: 

	Index5: 
	Page 2: Off
	Page 3: 
	Page 4: 
	Page 5: 
	Page 6: 
	Page 7: 
	Page 8: 
	Page 9: 
	Page 10: 
	Page 11: 
	Page 12: 
	Page 13: 
	Page 14: 
	Page 15: 
	Page 16: 
	Page 17: 
	Page 18: 
	Page 19: 
	Page 20: 
	Page 21: 
	Page 22: 

	Index4: 
	Page 23: Off

	back_page 6: 
	Page 23: Off



